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栃
木
市
長 

鈴
木
俊
美

　

平
成
30
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
実
り
多

い
一
年
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
新
し
い
年
が
喜
び
に
満
ち

た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、昨
年
は
、
本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
に
お
け

る
、
非
常
に
明
る
い
知
ら
せ
で
始
ま
っ
た
年
で
し
た
。
田
舎

暮
ら
し
を
専
門
と
し
た
雑
誌
の「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
の
「
若
者
世
代
部
門
」「
子
育
て
世
代
部
門
」
の
２
部

門
で
の
全
国
１
位
獲
得
、
と
い
う
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
り
、

「
あ
っ
た
か
住
ま
い
る
バ
ン
ク
」
や
「
蔵
の
街
や
ど
か
り
の

家
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
本
市
の
移
住
・
定
住
施
策
が
、
全

国
的
に
も
非
常
に
注
目
を
集
め
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
、
人
口
の
社
会
増
減
で
見
る
と
、
昨
年
度
は
栃
木
市
に

転
入
し
た
人
数
が
、
栃
木
市
か
ら
転
出
し
た
人
数
よ
り
も
、

４
７
６
人
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

５
年
連
続
の
傾
向
で
あ
り
、
市
の
移
住
・
定
住
施
策
が
功
を

奏
し
て
い
る
こ
と
の
何
よ
り
の
表
れ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
の
た
め
に
不
可
欠
な
、
雇
用
の

創
出
・
産
業
の
振
興
の
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
「
千
塚
産
業
団
地
」
の
本
格
分
譲
を
、
７

月
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
既
に
７
社
と
土
地
売
買
契

約
を
締
結
し
、
分
譲
率
は
約
60
％
、
商
談
中
で
分
譲
を
希
望

し
て
い
る
企
業
を
含
め
る
と
、
分
譲
率
は
約
80
％
と
な
り
ま

す
。
今
後
も
完
売
に
向
け
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
も
、
昨
年
の
３
月
に
は
「
栃
木
市
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
後
10
年
間
の
本

市
の
農
業
の
あ
る
べ
き
姿
や
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
、
今

後
と
も
農
業
者
や
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
10

年
後
の
「
農
業
大
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
初
め
て
、
実
際
の
子
育
て
世
代
か
ら
直

接
、
生
の
声
を
伺
う
「
子
育
て
世
代
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
、
６
月
と
12
月
の
２
回
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
皆
さ
ん
に

お
伺
い
し
た
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
「
子
育

て
世
代
部
門
」
１
位
と
な
っ
た
本
市
の
子
育
て
施
策
を
、
な

お
一
層
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
も
、
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
、
様
々
な

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
全
て
を
ご
紹
介
し
た
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
代
表
的
な
も
の
を

３
つ
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
旧
市
役
所
本
庁
舎
跡
地
や
旧
栃
木
中
央
小
跡
地
を

活
用
し
た
「
地
方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
で
す
。
こ

の
事
業
と
し
て
、
４
月
に
は
「
く
ら
の
ま
ち
保
育
園
」
が
開

園
す
る
ほ
か
、
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
活
動
な
ど
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
旧
栃
木
中
央
小
校
舎
を
活
用
す
る

「（
仮
称
）地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
再
来
年
４
月

の
開
館
を
目
指
し
て
改
修
工
事
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
の
核
と
な
る
「（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
」

や
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
市
役
所
別
館
の
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
を
生
か
し
た
「（
仮
称
）
文
学
館
」
に
つ
い
て

も
、
本
格
的
な
設
計
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
市
の
中
心
市
街

地
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
魅
力
や
賑
わ
い
を
創
り
出
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
子
育
て
施
策
の
充
実
の
一
環

と
し
て
、
現
在
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
「
子
ど
も
の
遊
び

場
」
と
し
て
の
大
型
の
屋
内
型
の
遊
戯
施
設
に
つ
い
て
も
、

平
成
32
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
い
よ
い
よ
本
年
に
実
施
設

計
の
作
業
に
入
り
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
過
程
で
楽
し
め
る
、

多
種
多
様
な
遊
具
を
備
え
る
と
共
に
、
市
街
地
活
性
化
や
世

代
間
交
流
も
図
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
２
年
に
１
度
の
栃
木
市
最
大
の
ま
つ
り

「
と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
」
の
年
で
す
。
今
回
は
、
11
月
９
日
か

ら
３
日
間
の
日
程
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
今
春
が

メ
イ
ン
の
年
と
な
り
ま
す
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
合
わ
せ
、
本
年
も
よ

り
多
く
の
皆
様
に
栃
木
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市

の
定
住
人
口
の
み
な
ら
ず
、
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
ま
ち

の
賑
わ
い
創
出
も
、
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
本
年
は
合
併
９
年
目
、
来
年
は
10
年
目
の

節
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り
」

は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
の
中
の

景
色
や
雰
囲
気
も
、
少
し
は
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ま
で
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
段
階
が
「
ホ
ッ
プ
」

「
ス
テ
ッ
プ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
年
以
降
は
い
よ
い

よ
「
ジ
ャ
ン
プ
」
の
段
階
に
入
り
ま
す
。
新
し
い
ま
ち
の
完

成
を
目
指
し
、
本
年
も
市
民
の
皆
様
と
共
に
手
を
携
え
て
、

歩
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

※

「
市
長
通
信
」
は
休
み
ま
す
。

平
成
29
年
秋
の
叙
勲

市政功労者・徳行者
市民栄誉賞表彰

市政功労者・徳行者
市民栄誉賞表彰

平
成
29
年
秋
の
叙
勲・褒
章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
29
年
秋
の
叙
勲・褒
章
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※写真はご本人様の了承を得た方のみ掲載しています。

　

11
月
22
日
、
市
役
所
正
庁

で
平
成
29
年
度
市
政
功
労

者
・
徳
行
者
・
市
民
栄
誉
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
る
方
々
の
功

績
を
た
た
え
、
表
彰
状
等

を
贈
り
ま
し
た
。
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

◎
市
政
功
労
者

・
教
育
委
員

　
　

荒
川　

律

　
　

林　

慶
仁

・
学
校
医

　
　

高
橋　

洋

・
少
年
補
導
員

　
　

大
橋　

登
美
子

　
　

川
上　

正

・
消
防
団
員

　
　

久
保　

正
幸

　
　

小
林　

恒
雄

　
　

白
沢　

文
男

　
　

田
波　

芳
孝

　
　

舟
橋　

建
司

　
　

松
本　

弘
明

　
　

森
戸　

秀
雄

◎
徳
行
者

・
社
会
貢
献
活
動

　
　

五
家　

英
子

・
寄
附

　
　

大
塚　

サ
ト
子

　
　

熊
倉　

猛

　
　
「
吾
一
か
ら
く
り
時
計
」

　
　

設
置
実
行
委
員
会

　
　

越
川　

篤
子

　
　

五
月
女　

博
勇

　
　

鈴
木　

解
子

　
　

鈴
木　

杏
子

　
　

内
藤　

實

　
　

内
藤　

敏
子

　
　

中
村　

和
男

◎
市
民
栄
誉
賞

・
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季

　

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

　

子
優
勝

　
　

宇
賀
耶　

早
紀

・
全
国
高
等
学
校
囲
碁

　

選
抜
大
会
女
子
団
体

　

優
勝

　

栃
木
県
立
栃
木
女
子

　

高
等
学
校
囲
碁
チ
ー
ム

　

問
合
先　

秘
書
課　
☎
（21）
２
３
１
１

【
旭
日
双
光
章
】

飯沼　友　 氏
（旭町）

いいぬま 　ともきち

生
活
衛
生
功
労

【
瑞
宝
双
光
章
】

羽角　安夫 氏
（藤岡町甲）

はすみ　 　やすお

保
健
衛
生
功
労

平
成
29
年
秋
の
褒
章

【
黄
綬
褒
章
】

坂本　幸一 氏
（岩舟町下津原）

さかもと　　こういち

業
務
精
励

（
機
械
検
査
工・卓
越
技
能
）

第
29
回

　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

【
瑞
宝
単
光
章
】

日向野　猛 氏
（宮町）

ひがの　　　たけし

消
防
功
労

小堀　隆 氏
（大宮町）

こぼり 　たかし

警
察
功
労

【
瑞
宝
重
光
章
】

栃木　庄太郎 氏
（大塚町）

とちぎ しょうたろう

検
察
官
功
労

【
瑞
宝
双
光
章
】

小林　重夫 氏
（大平町伯仲）

こばやし　　しげお

鉄
道
業
務
功
労

【
瑞
宝
双
光
章
】

関口 　　 氏
（大皆川町）

せきぐち　ひさし

更
生
保
護
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

臼井　優 氏
（吹上町）

うすい　　まさる

鉄
道
業
務
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

大塚　政和 氏
（室町）

おおつか　まさかず

消
防
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

鈴木　昇 氏
（箱森町）

すずき　　のぼる

消
防
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

高久　俊夫 氏
（泉川町）

たかく　　　としお

警
察
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

　本　義裕 氏
（都賀町平川）

はしもと　　よしひろ

矯
正
業
務
功
労

【
瑞
宝
単
光
章
】

森
戸　

操 

氏

　
も
り
と　　

み
さ
お

矯
正
業
務
功
労

広報とちぎ １月号

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ


